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障
害
者
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
の
実
現
に
向
け
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
障
害
者
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
者
の
個
人
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
確
認
し
た
法

第
三
条
第
一
項
の
基
本
的
理
念
を
踏
ま
え
、
障
害
者
が
、
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
、
分
け
隔

て
ら
れ
る
こ
と
な
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

二
、
障
害
者
の
雇
用
・
就
業
、
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
障
害
者
の
地
域
に
お
け
る
作
業
活
動
の
場
の
育
成
等
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
併
せ
て
精
神
障
害
者
の
雇
用
率
の
適
用
・
復
職
支
援
、
在
宅
就
労
支
援
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
法
的
整
備
を
含
め
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
。

三
、
障
害
者
に
対
す
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
や
権
利
利
益
侵
害
が
行
わ
れ
た
場
合
の
、
迅
速
か
つ
効
果
的
な
救
済
の
た
め

に
必
要
な
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。

四
、
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
は
、
障
害
者
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
保
障
に
資
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か

ん
が
み
、
情
報
通
信
機
器
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
設
計
面
の
み
な
ら
ず
、
コ
ン
テ
ン
ツ
や
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、

手
話
、
文
字
、
点
字
、
音
声
等
の
活
用
に
よ
る
改
善
及
び
充
実
を
促
進
す
る
こ
と
。



五
、
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
と
そ
の
保
護
者
の
意
思
及
び
ニ
ー
ズ
を
尊
重
し
つ
つ
、
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
と
障
害
の
な

い
児
童
・
生
徒
が
共
に
育
ち
学
ぶ
教
育
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
。

六

「
障
害
者
」
の
定
義
に
つ
い
て
は

「
障
害
」
に
関
す
る
医
学
的
知
見
の
向
上
等
に
つ
い
て
常
に
留
意
し
、
適
宜
必
要
な

、

、

見
直
し
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
て
ん
か
ん
及
び
自
閉
症
そ
の
他
の
発
達
障
害
を
有
す
る
者
並
び
に
難
病
に
起
因
す
る
身
体
又
は
精
神
上
の
障
害
を

、

、

、

有
す
る
者
で
あ
っ
て

継
続
的
に
生
活
上
の
支
障
が
あ
る
も
の
は

こ
の
法
律
の
障
害
者
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り

こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
施
策
を
き
め
細
か
く
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

七
、
国
連
に
お
け
る
障
害
者
権
利
条
約
の
策
定
等
の
動
向
を
踏
ま
え
、
制
度
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


